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　　　　今月の主な内容
シニアースカウト大会…………・一…・・…一P2～P3

6月12日防災訓練、

白石市土地利用計画策定…・一・一一…・…P4～P5

トピックス………………一…………………■………P7

国保シリーズ、わが家の味……………・…・一P8～F）9

市民登場、地名アレコレ…・……………・一P10～P11

わたしのケッサク、わが家のアイドル、市民文芸

公民館だより、おしらせ…一・………一・一P12～P15

カメラ、ニュース、休日急患当番医、定例相談……P16

春まつり
　5月3日春まつりが盛大に開催されました。

　まつりでは、市民が大勢集り、五月晴れの

もと、かけ声をかけながらみこしをかつぎ、

ワッショイ、ワッショイ子どもみこしや稚児

行列もあり、まつり気分も最高潮でした。



南蔵王山麓第1回シ：アースカウト六会

み汽なで轟ゐ．たか◇麺え威、功さゼ馨1、．よう弄

7月27日開会式～8月3日
　
南
蔵
王
を
主
会
場
に
し
た
第
一
回
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ

ト
大
会
が
七
月
二
十
七
日
③
か
ら
八
月
三
日
③
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
大
会
で
は
、
同
ス
カ
ウ
ト
が
幅

広
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
か
ら
、
場
外
の
活
動
基
地

三
泊
四
日
間
を
過
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
た

メ
イ
ン
会
場
（
南
蔵
王
）
を
中
心
と
し
て
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
と
場
外
の
活
動
基
地
の
二
つ
の
場
所
で
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
大
会
で
は
「
未
知
へ
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
五
千
七
百
六
十
人
（
外

国
ス
カ
ウ
ト
約
七
百
人
含
む
）
、
関
係
者
併
せ
て
約
七
千

名
が
参
加
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
は
、
当
市
で
行
わ
れ
た
第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
、
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
の
第
一
回
の

大
会
で
あ
り
、
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
の
二
i
ズ
に
応
じ

た
幅
広
い
、
雄
大
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
支
援
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
本
大
会
を

成
功
さ
せ
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．
、
市
民
あ
げ

て
心
か
ら
あ
た
た
か
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▽
名
称
　
第
一
回
シ
ニ
ア
ー
ス
カ
ウ
ト
大
会
（
日
本
ベ

　
　
　
　
ン
チ
ャ
i
84
）

㈱
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
冒
険
と
か
新
し
い
創
造
的
な
事

業
な
ど
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
英
語
で
、
外
国
で

は
シ
ニ
ア
ー
年
代
の
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
と
そ
の
大
会
名

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

▽
テ
ー
マ
　
「
未
知
へ
の
挑
戦
」

▽
会
場
　
自
石
市
福
岡
深
谷
字
白
萩
南
蔵
王
山
麓

▽
開
催
期
間
　
七
月
二
十
七
日
～
八
月
三
日

▽
参
加
人
数
　
総
数
約
七
干
名
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No．

熱気球・

ウッドクラフト

（肇隷国）

F－3

草スキー・

　　技能童訓練

（鵠京成）

F－4

健脚移動
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（薫鮒秋保）
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アドベンチャー

　　　トレイル
C－2

バイシクル
　　（自転車）

　　トライアル

C－3

アーチエリーC－4

チャレンジ

　　　コーナー
C－5

B

体
　
力
　
づ
　
く
　
り

群
プ瓜グラム名

（）内は基地名
穫o，群

F
　
社
会
・
陸
上
ス
ポ
ー
ツ

ロック

　クライミング
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G－2
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（諜襯市）

G－3

出羽三山めぐ

（靴蝶山）

G－4

G
　
　
ビ
ッ
グ
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ

椿島一周

　アツター訓練

（灘暑議川）

E－1

シーサイドアク

ティビィティ松島

（驚毫鍵）

E－2

海浜自然観察・

サバイバル訓練

（鐵島清崎）
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ス
　
）
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一
浜
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コ
ケ
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七
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総
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ケ
　
城
営
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宮
町
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E

海
洋
プ
ロ
グ
ラ
ム

歴史探訪
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社
会
・
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ス
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は県民防災の”です

、
／

日
通
工
（
旭
町
）
で
主
訓
練

／
’

午前9時30分、一斉にサイレン

6月12日

総合防災訓練

いざというときのために　　　　　　　　　　、壊△、震）が

　参加しましょう　　　轟　自主防災訓練　起こったら

　
市
で
は
、
六
月
十
二
日
に
「
県
民

防
災
の
日
」
と
合
せ
て
、
総
合
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　総合防災

訓
練
は
、
大
規
模
地
震

災
害
の
発
生
に
備
え
、
防
災
関
係
機

関
と
地
域
住
民
が
］
体
と
な
っ
て
適

確
な
応
急
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
訓
練
を
通
じ
て
市
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
二
日
午

前
九
時
三
十
分
ご
ろ
、
宮
城
県
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
が
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発
生
」
と
の
災
害
想
定
に
よ
り
行
い

ま
す
。

　
訓
練
場
所
は
、
市
内
小
・
中
学
校

の
火
災
発
生
に
伴
う
消
火
訓
練
を
行

う
ほ
か
、
特
に
今
年
は
日
通
工
（
旭

町
）
を
重
点
と
し
て
住
民
の
避
難
訓

練
、
け
が
人
の
救
助
、
ハ
シ
ゴ
車
が

出
動
し
て
の
消
火
訓
練
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水

道
施
設
な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
防

災
訓
練
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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＼65年を目標に宅地の増大を予測7
　　　　白石市土地利用計画を策定
★市土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標

構　成　比

65年
15．5％

15．5

　　0

67．6

　　0

　3．5

　2．9

　2．6

　2．3

　0．2

　0．1

　7、9

100．0

　1．5

5Q年
17。1％

17．1

　　0

68．1

　　0

　3．5

　2．5

　1．5

　1．3

0．1

　0．1

　7．3

100．0

　！．0

　　増　　減

昭描5／50年

　　一462んα

　　一462

　　　　　　0

　－139

　　　－1

　　　　　　1

　　　　137

　　　　306

　　　　274

　　　　　21

　　　　　11

　　　　158

　　　　　　0

　　　　150

65年60隼55駕昭和50隼目項

4，428んα

4，428

　　　　　0

19，335

　　　　　4

　　　998

　　　839

　　　744

　　　649

　　　　58

　　　　37

2，246
　　　（23）

28，594

　　430

4，514んα

4，514

　　　　　0

19，416

　　　　　4

　　　998

　　　800

　　　639

　　　553

　　　　53

　　　33

2，223

28，594

　　　385

4，620hα

4，620

　　　　　0

19，481

　　　　　4

　　　997

　　　770

　　　508

　　　448

　　　33

　　　27

2，214

28，594

　　350

4，890hα

4，890

　　　　　0

19，474

　　　　　5

　　　997

　　　702

　　　438

　　　375

　　　　37

　　　　26

2，088

28，594

　　　280

農用地肱
農　　地
採草放牧地

森　　　　　　　林

原　　　　　　　野

水面・河川・水路

道　　　　　　　路

宅　　　　　　　地

　住　　　宅　　　地

　工　場　　用　地

　事務所・店舗等の宅地

そ　　　の　　　他

計合

地街市

（3）市街地は「国勢調査」による人口集中地区である注（1）農地は田畑の合計である

　　（2）道路は一般道路及び農林道路である

　
　
白
石
市
国
と
利
用
計
画
書
を
策
定

‘
こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
に

市
の
区
域
に
お
け
る
市
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
事
項
と
県
計
画
を
基
本

と
し
て
、
ま
た
同
時
に
市
の
基
本
構
想
に
即
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
［

．
特
に
、
農
地
が
宅
地
化
し
、
ま
た
都
市
化
が
進
む
予
想
か
ら
市
街
地
の
拡

大
を
見
込
ん
だ
計
画
と
い
え
ま
す
。

市
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

①
本
計
画
の
目
標
年
次
は
、
昭
和
六

十
五
年
と
し
、
基
準
年
次
は
昭
和

　五十年と

す
る
。

②
市
土
の
利
用
に
関
し
て
基
礎
的
な

前
提
と
な
る
人
口
と
世
帯
数
に
つ

　
い
て
は
、
昭
和
六
十
五
年
に
お
い

　
て
そ
れ
ぞ
れ
四
万
五
千
人
、
一
万

　
二
千
百
六
十
世
帯
に
達
す
る
も
の

　
と
想
定
す
る
。

③
市
土
の
利
用
区
分
は
農
用
地
、
森

　
林
、
原
野
、
宅
地
、
道
路
、
水
面
、

　
河
川
、
水
路
、
そ
の
他
の
地
目
別

　
区
分
及
び
市
街
地
と
す
る
。

④
市
土
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の

　
目
標
に
つ
い
て
は
、
現
況
と
推
移

　
に
つ
い
て
の
調
査
に
基
づ
き
、
将

　来人口

及
び
都
市
機
能
を
前
提
と

　
し
、
用
地
原
単
位
等
を
考
慮
し
て
、

　
必
要
な
面
積
を
予
測
し
、
総
合
的

　な

調
整
を
行
い
定
め
る
も
の
と
す

　
る
。

⑤
市
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
構
想

　
に
基
づ
く
、
昭
和
六
十
五
年
に
お

　ける

利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目

標
は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
な
お
、
「
臼
石
市
国
土
利
用
計
画
策

定
書
」
の
書
面
が
市
役
所
秘
書
企
画

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
土
地
対
策
係
（
内
線

三
二
七
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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穿
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幾
阜
～

即
暴

　　　美しい新緑に子どもの祭典

　　　　　　　　○一第8回子どもまつり
　益岡公園で、5月20日恒例の子どもまつりがにぎや

かに開かれました。

　市内各小学校の児童約700人が集った新緑の会場で

は、ジュニアリーダーのおにいさん、諭ねえさんたち

が世話役となって活躍、母親クラブ、児童館、公民館

が特設した竹馬、輪投げ、折り紙、竹踊りコーナーや

大鷹沢老人クラブによる縄ない、白女高生による人形

劇コーナーなどもあり、子どもたちは大さわぎ。五月

晴れの空のもとにぎやかな歓声がこだましました。

F

　　　コづ

4狸灘
K

　　　姉妹都市登別市で記念祝賀

　　　　　　　　　　　∪一登別市民会館

　昨年10月26日、当白石市で姉妹都市提携の縁結びを

行い、調印式を挙行しましたが、登別市では、昨年集

中豪雨の被害があり祝賀式典を59年度に変更していま

したが5月17日、白石市代表団12名を迎え両市の姉妹

都市提携の記念祝賀式典が市民会館で盛大に挙行され

ました。式典では、両市長の市旗交換の後、両市長が

「歴史的なゆかりを一っにした両市のきずなを、これ

からも心を合わせ、文化の振興、産業の発展13固く結
びっけよう」とあいさっ、姉妹都市の盟約書が関谷白

石市長から中浜登別市長に手渡されました。

わだい
　　　↓盤

　　　　燧・1
～踵

．一r

　　　　　　　　　　『謎

　　　日本放送協会会長賞を受賞

　　　　　　　　　　　○一不忘ミセス会

　子供たちを集団で育てる託児所を一一今年で7年目

を迎える「不忘子供の国」…季節保育を支える不忘ミ

セス会（大友光子会長会員数10名）は、農家の若妻た

ちで、若い母親たちにとって就学前の子育ての悩みを

見事解決、自力で運営している。今年は、5月7日開

所式が行われ、10月29日の閉所式まで月曜、木曜の週

2回ずっ41日間行われます。開所式では、このほど受

賞したミセス会への生活改善などの貢献に対する日本

放送協会会長賞の被露式も行われました。

み

！　1　塀　　　　　　1，
｛　　、1

，9ギ押鞭　．〆
礪4　　．輔　ゴ

にぎやかにきぼこの祭典

■
一

｛

　　　　　　リー全日本こけしコンクール

　5月3日～7日までの5日間第26回全日本こけしコ

ンクールがにぎやかに開催きれました。市内の主な入

賞者は、次のとおりです。〉運輸大臣賞一佐藤辰雄レ

通商産業商生活産業局長賞一清原たかを〉仙台通商産

業局長賞一六郷満レ宮城県知事賞一新山慶志〉群馬県

知事賞一清原せん〉前橋市長賞一加賀沼昌行レ宮城県

物産振興協会長賞＝新山実〉前橋商工会議所会頭賞一

渡辺雄二〉白石商工会議所会頭賞一佐々木克己、＝大

庭清太郎。

7 茜　 甲　↓・該∴

　　馨曾弱
軸　1

　
▽
白
石
市
郡
山
字
五
昇
路

　
　
　
　
　
　
三
十
三
番
地
ノ
一

　
市
議
会
議
員
と
し
て
二
十
五
年
余

り
、
そ
の
間
、
副
議
長
一
期
四
年
を

務
め
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
、

現
職
。
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、

自
石
市
図
書
館
協
議
会
委
員
、
白
石

市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
、
白
石

市
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
、
社
会

福
祉
法
人
白
石
陽
光
園
理
事
と
し
て

各
種
事
業
運
営
に
携
わ
り
巧
績
が
認

め
ら
れ
藍
綬
褒
章
に
輝
き
ま
し
た
。

購
｝
、
．

橋本徳四郎氏

来春、3月東北新幹線「やまびこ」上下各1本

国鉄来春に
全国ダイヤ改正

白石蔵王駅に停車

一来年3月上野駅始発が確定一’

　
現
在
往
復
し
て
い
る
三
十
か
ら

「
や
ま
び
こ
」
二
十
九
往
復
、
「
あ
お

ば
」
十
八
往
復
の
計
四
十
七
往
復
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
止
ま
ら
な
か
っ
た

白
石
蔵
王
、
新
自
河
、
那
須
塩
原
、

小
山
に
も
上
下
各
一
本
の
「
や
ま
び

こ
」
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　　、rイ　　　　 ＿r

　　　　　　　チ　　ー

　　　　　　　塗

　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　・κ

　
五
月
二
十
三
日
、
国
鉄
は
、
東
北

上
越
新
幹
線
の
上
野
駅
乗
り
入
れ
を

来
年
三
月
と
す
る
こ
と
を
正
式
決
定

す
る
と
と
も
に
、
同
時
に
実
施
す
る

全
国
ダ
イ
ヤ
の
改
正
の
概
要
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
ヤ
改
正
の
主
な
も
の
は
、
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
増
発
が
中
心
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

r’ん〆’

（
往
復
）
1
3
2
7
3
1
1
1

本
　
数
　
　
1

盛
　
岡
O
O
O
O

　
　
　
　
　
　
一

新
花
巻
　
　
O
　
　
j

　
　
　
　
　
　
［
　
ば

北
上
　
o
　
舳

　
　
　
　
　
　
一
　
　
「

新
水
沢
　
　
O
　
　
く

　
　
　
　
　
　
一
　
　
除

一
ノ
関
　
　
○
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
一
　
柱

古
　
川
　
　
O

　
　
　
　
　
　
『

仙
台
G
O
O
O
O
O
O
O

「
」
　
〔
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一

福
島
。
毫
毫

郡
山
O
O
O
O
O
O
O

新
自
河
一
二
葦

裟
…
『

宇
都
宮
　
O
O
O
O
G
O

小
山
　
　
一
〔
『

大
遮
馨
つ
．
ミ

上
野
O
O
O
O
C
O
O
O

東
北
新
幹
線
「
や
ま
び
こ
」

　
　
　
－
“
　
倉
・
「
　
－
・
フ
凄
］
！
　
？
　
h
ハ
λ
㍉

　
　
　
　
　
コ
ー
　
　
　
　
1
囑
一
戸
■
質
蜜
「

　
六
月
十
七
日
㈲

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
　
仙
台
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
「
わ
れ
ら
人
間
コ
ン
サ
ー
ト
仙
台
」

は
今
年
で
四
回
目
で
す
．
、
音
楽
を
通

し
て
障
害
者
と
健
常
者
が
ふ
れ
あ
い

理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
「
わ
れ
コ

ン
仙
台
」

　
秋
山
ち
え
子
さ
ん
、
永
六
輔
さ
ん
、

松
山
善
三
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、

五
年
前
に
始
っ
た
「
わ
れ
ら
人
闇

コ
ン
サ
ー
ト
」
。
形
や
や
り
方
は
違
い

な
が
ら
も
全
国
各
地
に
輪
が
広
が
り
、

今
も
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
「
わ
れ
コ
ン
」
を
通
し

て
障
害
者
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
を

促
す
と
共
に
、
多
く
の
市
民
の
方
の

意
識
向
上
を
求
め
健
常
者
と
障
害
者

が
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
入
場
料
　
大
人
千
三
百
円
（
当
日

　
千
五
百
円
）
小
・
中
学
生
は
、
七

　
百
円
で
す
。

▼
問
い
合
せ
　
　
「
わ
れ
コ
ン
仙
台
」

　
実
行
委
員
会
暦
仙
台
〇
二
二
二
ー

　
六
三
－
五
三
二
　
（
十
二
時
～
十

八
時
）
小
関
義
彦
へ
ど
う
勢
て
。

※
介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
者
の
方

の
介
護
人
一
名
は
無
料
。
送
迎
の
車

を
用
意
し
ま
す
の
で
連
絡
願
い
ま
す
。
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〈国保シリーズ〉

　　　①

受診の記録を

　つけましょう

　　、　、、　　　　、　　　、　　、　、、

　
　
み
な
さ
ん
が
国
民
健
康
保
険
で
お
・

、
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
は
、
医
療
㌦

㌦
費
の
三
割
を
病
院
等
の
窓
口
で
支
払
㌦

．
う
だ
け
で
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ヤ

、
　
残
り
の
医
療
費
は
、
病
院
等
か
ら

V
国
保
連
合
会
と
い
う
所
を
通
し
て
、

、
白
石
市
（
保
険
課
）
に
請
求
が
き
ま
㌦

よ
V
す
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
み
な
さ
ん
は
実
際
、

コ

～
の
医
療
費
の
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

ヤ

V
ま
せ
ん
。

へ
　
そ
こ
で
、
保
険
課
で
は
、

ヤ

、
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ハ
そ
の
医
療
費
が
い
く
ら
支
払
わ
れ
た
～

｝
か
を
一
年
間
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

え

、
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

へ
　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
に
医
療
費
が
V

へ

｝
ど
の
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
を
知
へ

㍗
っ
て
い
た
だ
き
、
国
保
の
実
情
を
深
ヘ

ヘ

V
め
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
。
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
で
す
か
ら
　
み
な
さ
ん
も
常
に
受
、

ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

、
診
記
録
を
メ
モ
し
て
お
き
、
国
保
か
V

、
ら
の
「
医
療
費
通
知
」
と
照
合
し
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

も
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
V

｝
す
ぐ
通
知
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
～

職
つ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
、

再
’
』
、
ノ
丁
’
、
’
、
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
F
’《

　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

児
童
r
当
現
況
届
の
提
出

児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
終
了
前

　
　
　
’
の
児
童
を
含
む
十
八
才
未
満
の
子
ど

　
　
　
（
も
三
人
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方
に

　
　
　
ヤ

　
　
　
｝
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
要

　
　
　
～
件
該
当
者
で
あ
っ
て
も
手
続
き
を
し

　
　
　
㌦
な
い
方
、
所
得
限
度
額
を
超
え
る
方

　
　
　
・
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
へ

　
　
　
～
〈
現
況
届
の
提
出
〉

　
　
　
、
　
児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給
さ

　
　
　
㌔
れ
る
た
め
に
、
毎
年
一
回
現
況
届
を

　
　
　
皿
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

　
　
　
、
は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
、
各
地
区

　
　
　
、
に
お
い
て
受
付
け
い
た
し
ま
す
。
こ

　
　
　
、
の
現
況
届
を
出
さ
な
い
場
合
、
次
回

　
　
　
～
の
支
払
分
か
ら
児
童
手
当
が
受
け
ら

み
な
さ
㌦

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該

当
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
）

　
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二

月
の
三
回
に
分
け
て
、
前
四
カ
月
分

を
ま
と
め
て
白
石
市
指
定
金
融
機
関

か
ら
振
り
込
み
で
支
給
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
内
線
一

三
一
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

①
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

②
印
鑑

③
加
入
し
て
い
る
年
金
（
手
帳
等
）

④
預
金
通
帳
（
受
給
者
名
儀
の
も
の
）

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ
る
入
権
の
番
人
の

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が

入
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

　
　
　
人
権
擁
護
委
員
名
簿

　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
せ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

8

氏
　
　
　
名

遠

藤
　
　
　
肇

家
　
納

喜
代
子

！1・

岩
　
庄

千
　
歳
　
英

一

i－1

奇

俊
　
男

住

所

自
石
市
自
川
内
親
字
兎
田
山
2
3
番
地

〃〃〃

電
話
番
号

褐
一
↓
一
↓
二
上
ハ

表程

〃
　
　
　
　
　
〃

延
命
寺
北
5
9
番
地
，
引
珊
二
四
五
五

場　　所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大嘔沢公民館

白川公民館

小原公民館

時　　間

9時一15時

9時～15時

9時～15時

9時～15時

9時～15時

grI寺～15時

鴛　0
6月190

6月20日

6目21日

6月22日

6肥5日

6月260

区

日

r
～
『
、

堵
π

一

区
！f

地区名

越i可

斎lll

平友

尺ヘ
　
セ
ご

鷹犬

rPII

膏
福岡公民館911寺～15時日［

ブ
ウ
佃月6

蔵王分校U時～13時6月28日

福岡公民館9時～15時6月28日

市役所

　　ロピ

9時～1511寺6肥9日

市役所

　　　ロヒ
9時～15時7月2日

市役所

　　ロヒ
9時～15時”13［1

尾箆、上原、下原、鎌先、山ノ

下，1中、山香艮

三住、蔵王．不忘、川原子

へ宮、芹沢、夫稠、弥治郎、匹

区k、西区下、南区、東区、北区

滝上、毘下、南町、田町、本町

中町、長町、亘理町、短ケ町

新町

西益岡、中益岡、東益岡、

個水小路、寿町，柳町、本

郷1、本郷2，本郷3

本郷4、晦巣，上郡山、郡山、

小陰

福岡

癌　［海］

福岡

福岡

白石

百・
H

rl石

（
環
境
）
過
荷

　
　
　
　
　
六
月
五
日
～
十
一
日

　
　
身
近
か
な
環
境
を
美
し
く
快
適
に
ガ

☆
ゴ
ミ
や
空
カ
ン
を
捨
て
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
ブ
や
行
楽
地
で
の
ゴ
ミ
は

　
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
家
庭
の
周
辺
は
、
い
つ
も
清
潔
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
清
潔
な
町
に
は
「
カ
、
ハ
エ
」
は

　
発
生
せ
ず
、
悪
臭
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
も
美
し
い
住
み
よ
い
ま
ち
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

☆
タ
メ
マ
ス
な
ど
の
清
掃
は
早
め
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
ゴ
ミ
が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
効
果
が

　
な
く
な
り
、
夏
期
に
は
「
カ
、
ハ

　
エ
」
や
悪
臭
の
発
生
場
所
と
な
り

　
ま
す
。
ゴ
ミ
は
早
め
に
取
り
除
き
、

　
水
を
切
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
水
を
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

（

…
癒
個
醤
…
…
感
難
鼎
摺
“
樹
…
…

ζ。

調査日：昭和59年5月1日19年5月1日　自石市

　備　　考
上昇品目1マーガリン

ティッシュペーパー、

ラッブ、カレーライス

パーマネント料、軽油

A重油
下降品目：サラゲ油、

小麦粉、灯油

横ばい品目：砂糖、し

ょう油、食パン、牛乳

バター、ブロパンガス

理髪料、レギュラーガ

ソリン

⑳
拶
駿
⑳
鴎

し
、
“

が
い
も
と
コ
ン
ビ
ー
フ
の
う
ま
煮

　一鐙
よし子さん（大鷹沢藤佐

【
材
料
】
　
　
（
四
人
分
）

じ
ゃ
が
い
も
珊
9
、
コ
ン
ビ
ー
フ
一

缶
、
玉
ね
ぎ
一
コ
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

壱
カ
ッ
プ
、
油
大
さ
じ
一
杯
、
砂
糖
、

し
ょ
う
油
、
酒
。

【
作
り
方
】

①
じ
ゃ
が
い
も
は
、
皮
を
む
い
て
三

㎝
位
の
角
切
り
に
し
、
水
に
つ
け
て

ア
ク
抜
き
す
る
。
玉
ね
ぎ
は
、
四
つ

割
り
に
し
、
ザ
ク
切
り
に
す
る
。

②
コ
ン
ビ
ー
フ
は
、
缶
か
ら
と
り
だ

し
手
で
ほ
ぐ
す
。

③
鍋
に
油
を
熱
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も

を
い
た
め
、
水
を
ヒ
タ
ヒ
タ
に
な
る

位
入
れ
て
煮
立
て
、
半
分
位
煮
え
た

ら
コ
ン
ビ
ー
フ
と
玉
ね
ぎ
を
入
れ
、

砂
糖
、
し
ょ
う
油
各
大
さ
じ
房
、
杯
、

酒
大
サ
ジ
ニ
杯
を
加
え
、
落
し
ぶ
た

を
し
て
、
中
火
で
煮
る
。

④
じ
ゃ
が
い
も
が
柔
か
く
な
っ
た
ら
、

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
、
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
⊥
2
杯
を
加
え
て
ひ
と
煮
立
ち

さ
せ
器
に
盛
る
。

ご
存
知
て
す
か
弓

　
　
旺
コ
ン
ビ
ー
フ
（
牛
肉
）
1
1

　
牛
肉
の
脂
肪
の
少
な
い
赤
肉
が
原

料
で
す
。

　
た
ん
白
質
と
し
て
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が

多
く
コ
ラ
ー
ゲ
ン
か
ら
生
ず
る
ゼ
ラ

チ
ン
が
赤
肉
を
凝
固
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
製
造
に
際
し
て
は
、
約
一
時
間
煮
｝

沸
し
て
あ
る
の
で
、
筋
肉
繊
維
が
よ
…

く
ほ
ぐ
れ
て
、
で
き
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ー
フ
は
、
生
肉
に
比
べ
て
．

必
須
ア
ミ
ノ
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
恥
、
ナ

イ
ア
シ
ン
の
量
は
同
じ
で
す
が
、
ビ

タ
ミ
ン
B
は
ム
程
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。に

調
味
料
は
、
サ
シ
ス
セ
ソ
で
目

　
調
味
料
を
使
う
時
に
は
、
順
序
を

守
っ
て
使
用
す
る
と
大
変
効
果
的
で

す
。

①
サ
・
…
－
サ
ト
ウ
（
砂
糖
）
サ
ケ
（
酒
）

シ
オ
（
塩
）

③
ス
…
…
ス
（
酢
）

④
）
セ
…
…
（
セ
V
シ
ョ
ウ
ユ
（
醤
油
）

⑤
ワ
…
…
ミ
ソ
（
味
嗜
）

　
酢
は
、
早
く
入
れ
る
と
酸
味
が
な
…

く
な
る
し
、
し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
は
、

風
味
を
失
な
わ
な
い
よ
ゲ
に
最
後
の
。

方
に
使
い
ま
す
。

消費生活モニター調査結果
禰1固価格比

△4．4

△1．8

2．6

5．5

02

1．7

　1．2

△1．5
△1．3

1．9

1．3

前月㌧F均価恪

　　　　274

　　　　451

　　　　496

　　　　218

　　　　155

　　　　190

　　　　241

　　　　398

　　　　146

　　　　197

　　　4，994

　　　　421

　　　1ラ485

　　　5，137

　　　工，458

　　　　147

　　　　　103

　　　　　79

平均値
　　　　274

　　　　451

　　　　474

　　　　214

　　　　155

　　　　195

　　　　241

　　　　398

　　　　154

　　　　201

　　4，994

　　　　428

　　　1，485

　　5，200

　　　1，436

　　　1，467

　　　　147

　　　　105

　　　　　80

最低値
　　　　268

　　　　418

　　　　430

　　　　178

　　　　150

　　　　125

　　　　208

　　　　378

　　　　120

　　　　160

　　4，800

　　　　350

　　　1，300

　　4，500

　　　1，330

　　1．380

　　　　145

　　　　11）3

　　　　　75

最高値
　　　　290

　　　　545

　　　　537

　　　　240

　　　　170

　　　　288

　　　　280

　　　　480

　　　　185

　　　　238

　　5，150

　　　　450

　　　1，600

　　6，000

　　　1，5UO

　　　1．500

　　　　150

　　　　106

　　　　　84

　品　　名　i銘柄・規格
1．砂　　糖・上白糖　 1kg

2．しよ2測本醸祉讐兄代込詠苧召

3．サラ　ダ油1ポリ容器入り　　1kg

4二坐＿、牽皿＿饗車聾＿空粉　 1里．

5。食　パ　ン1並　　食　　1斤
6．マーガリン1ソ　フ　ト　　2259

7．牛　　　　乳、紙容器入り　1，000cc

8．バ　タ　ー　カルトン入り　225g8．バ　タ　ー　カルトン入り　225g　I
豊・三西尋㍊4・・枚函6組）紙箱フ遡

膣ン尋百砺響塾m長亮響

　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
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泄
油
恥

ス
「
料
一

　
　
　
　
　
　
　
抽
油

イ
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ヒ
　
茄
、

ラ
髪
．

　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
琳
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一
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毘
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、
唖
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A

R
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＆

9



全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
運
輸
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

　
こ
け
し
の
ふ
る
さ
と
弥
治

郎
地
区
で
こ
け
し
を
制
作
、

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
二
十
六
回
金
日
本
こ
け
し

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
運
輸

大
臣
賞
に
輝
い
た
佐
藤
辰
雄

さ
ん
（
五
十
五
歳
）
▽
福
岡
八

宮
弥
治
郎
東
四
十
一
⊥
二
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
こ
け
し
発

祥
の
地
弥
治
郎
の
里
に
お
い

て
「
こ
け
し
エ
ヘ
」
と
し
て

歯、価▲

蜘
｛

佐
　
藤
辰
　
雄
　
さ
ん

四
十
年
間
伝
統
こ
け
し
の
制
作
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
に
初
ま
っ
た
第
一

回
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
作
品
を
毎
回

出
品
し
、
こ
れ
ま
で
第
一
回
か
ら
第
二

十
六
回
ま
で
多
く
の
入
選
を
果
た
し

て
い
ま
す
、
、
宮
城
県
知
事
賞
や
宮
城

県
連
合
会
商
工
会
議
所
会
頭
賞
な
ど

を
数
回
重
ね
て
受
賞
、
昭
和
五
十
六

年
に
は
、
通
商
産
業
大
臣
賞
を
獲
得

す
る
な
ど
佐
藤
さ
ん
の
手
腕
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
糞

」

ず
欝
、
，

も
・
、

髭、

戸齢－

蒐

彪

関
係
者
の
評
価
も
一
層
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
．
．

　
昨
年
の
第
二
十
五
回
記
念
大
会
で

は
、
感
謝
状
が
佐
藤
さ
ん
へ
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
佐
藤
き
ん
は
、
白
石
市
こ
け
し
業

協
同
組
合
長
と
し
て
八
年
目
を
迎
え
、

地
元
弥
治
郎
こ
け
し
業
協
同
組
含
の

理
事
長
を
務
め
る
な
ど
こ
け
し
制
作

の
か
た
わ
ら
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
．

　
名
工
人
と
し
て
弟
子
を
こ
れ
ま
で

五
人
育
成
す
る
な
ど
こ
け
し
業
界
に

幅
広
い
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
材
料
か
ら
製
品
が
で

き
る
行
程
ま
で
一
人
で
こ
な
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
．
．

　
佐
藤
さ
ん
の
作
品
で
あ
る
弥
治
郎

系
の
こ
け
し
の
特
徴
は
、
頭
頂
に
美

し
い
二
重
、
三
重
の
ロ
ク
ロ
模
様
を

描
い
た
も
の
で
、
顔
の
表
情
の
絵
付

け
で
は
、
熟
練
し
た
．
柔
ら
か
な
筆
き
ば

き
が
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
と
言
え
ま
す
。

顔
立
ち
の
目
鼻
が
く
っ
き
り
し
、
容

姿
が
深
い
昧
と
趣
の
あ
る
模
様
は
、

佐
藤
さ
ん
な
ら
で
は
の
乍
品
。
弥
治

郎
系
の
特
徴
の
胴
は
、
襟
（
え
り
）

や
裾
〔
す
そ
）
や
花
模
様
の
特
徴
が

う
き
で
て
い
る
も
の
で
す
、

　
佐
藤
さ
ん
は
、
「
今
回
の
受
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
作
品
づ
く
り
に
励
み

た
い
」
と
こ
け
し
制
作
へ
の
熱
意
を

語
っ
て
い
ま
し
た
．
．

　
田
の
字
の
つ
い
た
地
名
は
各
地

に
多
い
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
平
地

が
ほ
と
ん
ど
水
田
地
帯
に
利
用
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
．
．

　
梅
田
（
八
宮
・
鷹
巣
）
や
櫻
田

（
三
沢
・
鷹
巣
）
と
い
う
の
は
梅

や
櫻
と
は
関
係
は
な
い
。
梅
田
は

埋
め
田
で
湿
地
帯
の
こ
と
、
ー
田

は
サ
ク
田
で
侠
い
田
の
こ
と
を
い

う
ら
し
い
。
一
方
、
葉
の
木
田
〔
坂

谷
）
、
宇
津
木
田
（
中

　
毒
新

目
）
、
蓬
田
〔
中
目
）

は
そ
れ
ぞ
れ
懊
の

木
（
落
葉
樹
で
田

　
あ
ぜ
み
に
　
　
　
　
　
　
い
ね

の
畔
道
に
植
え
稲

菊
な
ど
に
利
用
す

る
）
、
う
つ
ぎ
（
落

陣
馨
鶴
木
で
卯
の
花

の
木
〉
、
よ
も
ぎ
が

生
え
て
い
る
こ
と

と
関
係
が
あ
っ
て

つ
け
ら
れ
た
名
の

よ
う
で
あ
る
。

河
原
田
（
越
河

（
大
町
｝
、
脚
．
。
二

田
〔
八
宮

り
河
川
の
沿
岸
か

地名アレコレ

　　⑱

　
　
　
　
　
　
・
小
ド
含
）
、
砂
田

　
　
　
　
砂
子
田
（
上
斎
川
）
、
石

　
　
　
　
・
小
下
倉
）
は
字
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ハ
ほ
コ
ん
ぴ
ニ
ィ
し
　

　
　
　
　
　
　
　
、
も
と
河
川
敷

の
地
帯
で
、
水
は
け
の
よ
い
良
好

な
耕
地
が
多
い
、
と
二
ろ
が
沼
田

へ
五
賀
・
津
田
・
長
袋
・
下
小
原
》
、

ひ
ロ
ん稗

田
〔
中
目
・
津
田
・
上
．
F
沢
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ロ
フ
ヂ
リ
ヂ
し
ゲ
ん

深
田
〔
、
二
沢
・
内
親
）
、
瀞
田
（
森

含
｝
な
ど
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

湿
地
帯
が
多
い
。
こ
の
う
ち
瀞
（
と

ろ
V
は
剛
の
流
れ
が
よ
ど
む
場
所

の
こ
と
だ
が
、
森
合
の
こ
の
地
は

川
と
関
係
な
い
が
や
は
り
湿
地
帯

で
あ
る
。
昔
の
本
に
は
「
と
お
ろ

て
ん
」
と
書
い
て
あ
り
、
瀞
田
は

あ
て
字
で
あ
ろ
う
．
、
塚
田
（
、
坂
谷
）

や
亀
田
（
斎
川
）
は
そ
れ
ぞ
れ
古

墳
の
あ
る
と
こ
ろ
、
瓶
が
出
土
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
の
だ
。
台
田
〔
郡

　
　
　
　
　
　
山
｝
、
高
田
（
大
町

田の字のついた地名

の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
、

巻
田
（
五
賀
）
と

ち
二
ち
に
あ
る
。
鶴
巻
は
弦
巻
と

も
書
き
、
す
ぼ
ま
っ
た
山
台
い
で

水
た
ま
り
の
あ
る
場
所
を
い
う
。

し
か
し
鶴
が
舞
い
お
り
た
の
で
鶴

舞
い
田
と
い
っ
た
の
が
設
一
っ
、
た
》
．

い
う
説
も
面
臼
い
．
。

　
　
　
　
　
へ
市
史
編
さ
ん
室
）

・
郡
山
・
深
谷
）

な
ど
は
い
ず
れ
も

高
み
の
地
域
で
耕

地
帯
だ
が
一
般
に

か
ア
れ裡

水
に
苦
労
す
る

場
所
，
中
田
と
い

う
地
名
も
多
！
＼

中
目
・
鷹
巣
・
下

小
原
・
越
河
・
平

な
ど
の
各
地
に
あ

る
．
、
い
ず
れ
も
村

　
　
　
　
　
　
鶴

　
い
う
地
名
も
あ

〆0

イ
ド
ル

アδ
一

家がわ
ノ
　
r

市灘
文

曽民

歌

壇

成沢大輔ちゃん（白石寿山）

　庄二さん、悦子さんの長男

　ママからひとこと
　　気歌の大好きな大くん大き

　　なったら歌手になってネこ

「ぼくのかお」

ひわたしとしゆき

　　（白二小1年）

り，　　磯物

　　　湧・鉦蓬．懸，固・

羅壽．難

、

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
露
に
光
る
苺
を
も
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と
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朝
餉
の
卓
に
添
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
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甲
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邦
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若
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山
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黒
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見
つ
つ
底
冷
え
の
大
和
路
歩
む
し
か

川
股
兵
三
選

な
か
な
か
に
芽
の
出
ぬ
苗
箱
見
守
り
つ
つ
農
す
る
吾

の
あ
せ
り
強
ま
る
　
　
高
子
橘

暖
か
き
土
手
の
斜
面
に
餅
草
を
摘
む
老
夫
の
足
た
し

か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

砕
石
の
機
音
こ
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ま
す
前
山
に
春
う
ら
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と
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ぐ

い
す
の
喘
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

久
し
ぷ
り
に
友
と
話
し
て
な
つ
か
し
く
老
の
く
ら
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の
ふ
か
み
を
感
ず
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
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雪
解
け
の
暖
か
き
朝
君
子
蘭
の
花
芽
ほ
こ
ろ
ぶ
わ
が

誕
生
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

さ
き
が
け
て
春
を
迎
え
し
ま
ん
さ
く
を
娘
の
た
め
活

け
ぬ
結
納
の
日
に
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

と
ふ
み
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

く
も
ま
草
小
さ
き
鉢
に
咲
き
溢
れ
友
の
快
気
を
よ
ろ

こ
び
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

い
つ
の
間
に
大
人
に
な
り
し
子
の
意
見
妻
よ
り
す
べ

て
論
理
的
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

昂
ぶ
り
を
秘
め
て
臥
す
る
も
検
診
の
心
電
図
に
不
整

な
お
も
気
に
す
る
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

こ
れ
だ
け
は
手
縫
に
せ
よ
と
春
日
和
生
れ
間
近
き
孫

の
お
し
め
裁
つ
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

大
雪
の
下
に
耐
え
来
し
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
春
陽
受
け
つ

つ
蕾
の
か
た
し
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

妹
の
ご
と
案
じ
通
し
て
み
ま
か
り
ぬ
君
が
給
い
し
写

経
か
な
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

春
は
い
づ
こ
広
が
る
雪
の
景
色
見
え
陽
射
し
に
萌
え

出
る
い
ぶ
き
を
感
ず
　
　
　
．
　
狩
野
　
静
子

わたしの
　物塑望）勿

！卜付

撫湘
¢
』

　
戯

　
幽
、

一

4
ヤ
．
・
誌

「二っの山」

　　半沢　志津（越河小3年

壇
一
鈴
木
貞
二
選

雪
あ
り
て
雪
割
草
の
色
う
す
く

逝
く
春
を
惜
し
む
如
く
に
鷺
と
べ
り

パ
ン
ジ
ー
に
吹
く
風
の
又
優
し
！
、
て

晦
り
に
ま
ぶ
し
き
医
者
の
臼
衣
か
な

如
月
の
お
墓
の
供
花
に
猫
柳

う
っ
す
ら
と
汗
ば
み
を
り
ぬ
春
耕
し

城
山
が
町
の
目
印
燕
来
る

冴
え
返
り
み
ち
の
く
の
里
霰
降
る

春
の
夢
胸
さ
わ
ぎ
の
み
残
り
け
り

百
年
の
桜
満
開
色
淡
く

陽
の
さ
さ
ぬ
小
さ
き
家
も
日
脚
の
ぶ

ス
カ
ー
ト
の
裾
を
お
さ
え
て
春
一
番

雪
解
け
の
水
量
が
増
し
音
は
げ
し

雪
の
こ
る
庭
に
育
ち
し
雪
割
草

エ
ン
シ
ン
の
リ
ズ
ム
楽
し
き
田
打
ち
か
な

近
内
　
キ
ヨ

川
村
静
恵

大
庭
　
良
子

草
野
美
沙

佐
藤
善
夫

阿
部
み
さ
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青
木
　
良
子

太
田
　
敏
子

鈴
木
　
民
子

高
橋
和
歌
子

鈴
木
　
い
く

勅
使
瓦
令
造

岡
崎
　
澄
子

菊
地
静
枝

高
子
た
ち
ば
な

※
六
月
旬
会
は
六
月
二
十
四
日
㈹
十
二
時
半
よ
り
中

央
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
兼
題
　
夏
の
山
、
青
田
、
百
含
の
花
。
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聞市営住宅入居案内
　市では、市営住宅の入居者を随

時募集します。次の住宅に若干の

空家があります。入居資格があり

ますので、くわしくは建設課住宅

係（内線242）へお問い合せくだ

さい。

レ城南住宅　新築3D　K23，000円

〉緑が丘住宅　3DK14，500円、

　15，500円。

レ新館住宅3K6，800円、7，400円

璽県営住宅入居補欠者募集
　県営住宅の入居者を次により募

集します。

○自石寿山住宅

〉所在地　白石市緑ケ丘2番

〉募集戸数12戸

〉家賃　月13，600～15，800円

レ型式3DIく

く募集案内・申込用紙等の配布〉

　昭和59年6月18日から

〈受付期間〉　昭和59年6月25日

　から昭和59年6月30日まで

〈受付場所＞　（期宮城県住宅管理

　センター（仙台市上杉1丁目1

　番20号）

※ただし、6月25日10時から11時

までに限り臼石市役所建設課住宅

係（内線242）で受付します。

團緑か丘宅地分譲
レ所在地　自石市緑が丘地内

＞募集数119区画

〉1区画当りの価格（面積）

　3，890，000円（167．3111f）～

　11，510，000円（495．83m‘）

＞受f寸其月間　　日召和59年5月26日（土）

　～6月12日（火｝

〉受付場所と申込用紙

　　臼石市役所建設課と宮城県住

　宅供給公社用地管理課で配布し

　ます。

グ3

■在宅心身障害者1児1

　ドライブ招待者募集
　身障者交通安全友の会白石支部

では、在宅心身障害者（児）のみ

なさんと保養をかねたドライブを

行います。気軽にご参加ください。

〉日時　7月6日（釧　午前9時出

　発

〉集合場所　市役所前8時50分

1〉募集人員　10組

〉参加方法　心身障害者（児）本

　人と家族付添い者

〉コース　市役所→青根→バリハ

　イセンター→南インター→市役

　所

○当日ボランティア活動のできる

　方若干募集しております。

〉申込期限　6月22日圃

〉申込先　交通安全友の会白石支

　部長本多保一宅（岱（5』9488）

　　　　　ヤコヘ
ぐ　＼サ’　　　・＼㌧一・

　　嶋・〕，・爵

の・萄』ぐv一・誠

■文化財めぐり参加者募集
　私たちの郷土には、多数の史跡

や民俗文化財天然記念物がありま

す。市教育委員会では、身近かな

文化財に親しんでいただくため県

内文化財めぐりを実施します。

1〉日時　7月15副日）雨天決行

〉集合時間及び場所　午前8時10

　分、市役所前

〉募集人数　30名

レ参加料　1，500円（昼食代を含む）

〉見学予定地　築館町⇒双林寺

　（杉薬師）、一迫町⇒山王囲遺跡、

　　　　　　　　　　ぬるゆ　花山村⇒仙台藩花山村寒湯番所

　跡、岩出山町⇒旧有備館

〉講師　市文化財保謹委員会

　　　　委員長　中橋彰吾氏

＞申込受付　7月2日から市教委

　社会教育課（内線411）へお申

　し込みください定員になり次第

　締切ります。

O働く婦人の家O
圃定期講座募集

講座名

弾
云手竹腺

華道

容内

初めての人に

も作れる基本

から作品まで

池坊

定員

15名

15名

曜　日

第L3
金曜日

第1．3

日曜日

期間

6月～
9月

6月～
60年3月

※くわしくは、働く婦人の家5－

5095へどうぞ。

口料理教室
　手作りのお菓子で楽しんで見ま

せんか。皆さんお誘い合せのうえ

お申し込みください。

〉期日　6月15日午前10時～12時

　6月25日午後6時～8時

〉場所働く婦人の家

》内容　ヨーグルトゼリー、ケー

　キ、和菓子

〉受講料　無料

〉材料代　実費個人負担

1〉募集人員　30名

〉申込み　6月13日まで働く婦人

　の家へお申し込みください。

魍一日陶芸教室
1〉日時　6月26日（鱒10時～13時

〉場所　働く婦人の家

〉作品　っけもの鉢

レ受講料　無料

〉材料代　実費個人負担

〉申込み　6月20日まで働く婦人

　の家へお申し込みください。

■「古文書解読」会員募集

　古文書に興味をお持ちの方、古

文書を読みたい方は、ぜひご入会

ください。

〉期日　6月20日、7月18日（毎

　月第4水曜日）

＞会場　白石市中央公民館

〉申込先　市教育委員会社会教育

　課（内線411）へどうぞ。

公民館だより

　願博ミリ映写機操作
　　　　　技術研修会

　　16ミリフィルムの映写技術を習

　得するもので、終了者には認定証

　が与えられます。

　レ期日①6月6日（翁～8日（翁

　　　　　　　　17：30～21：00
　　　　　（2）6月25日（月）～26日（閃

　　　　　　　　9：30～15：00

　〉場所　白石市中央公民館

　※①か②のどちらか都合のいい方

　を受講してください。

　口親子体力つくり

　　指導者講習会
’　日頃の運動不足を解消するとと

　もに、日常、親子でできる体力っ

　くりの指導者を養成する目的で開

　催します。

　〉日時　6月23日（土｝午後1時30分

　〉場所　白石市中央公民館

　レ対象者　P　T　A関係者、子ども

　　会育成会関係者、体育指導委員、

　　公民館職員

圃高山植物観察会
　南蔵王の高山植物に関する知識

を高めることを目的に開催します。

〉日時　6月24日（日）午前8時50分

　中央公民館集合、雨天中止

〉場所　南蔵王

レ対象及び募集人員　一般市民40

　名（定員になり次第締め切りま

　す）

レ講師　蔵王自然保護協会　鈴木

　六一郎氏、上野雄規氏。

〉会費　500円（当日徴収します）

〉申込み　白石市中央公民館智4

　－5377、6－2453へお申し込み

　ください。

〉持参するもの　昼食、水筒。

※山歩きできる服装で参加くださ

　いo

■白石地区球技大会
　健康まっりの白石地区予選を兼

ねて開催しますので、ふるってご

参加ください。

〉日時7月8日（日）

〉種目と場所

　家庭バレーボール　中央公民館

　ソフトボール　白石第二小学校

　　　図書館
圃雨の季節には

　　読書で頭の体操を・一

　雨の多い6月、外出できずにた

いくつな日、読書で気分転換して

みませんか。図書館では6月の特

集コーナーに、3っのテーマで本

を用意しました。

☆気象に関する本……最近、気に

　なる天気の様子、異常な気象と

　気候に関する本など。

☆アイディア、発明の本……あな

　たもアイディア1っで発明家。

　アイディア、発明、特許に関す

　る本のほか、暮らしの工夫もあ

　れこれと、これから夏にかけて

　の生活に役立っ本などもそろえ

　ています。

☆子ども室では～雨がテーマ……

　雨、あめ　ふれふれ一かあさん

　と…子どもにとって、たのしく

　うれしい雨の日もあるのです。

　雨の科学（気象と天気）雨ので

　てくる絵本やお話など用意して

　います。

　雨の日は、家族そろって読書で

たのしいひとときを過しましょう。

布一”『7マ

　　　　P　　　　　－　　　　』
　　　　P　　　　、　　　　　一

▲野草展（文化室）

　　図書館の開館時間
〈月曜日～土曜日〉

午前9時～午後5時

ただし、小原分館は土曜日12時

まで

〈休館日〉

毎週日曜、祝祭日、年末年始、

ばく書期間（10月1日～10日）

匙

囎

、葎磁瀕蒔
　　　」へ1
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おレら㌧・∵せ

溺瀞・

稿
礎
・

蝋、

癒
㌔ヱ、？『

、市役所の斬在地丁

二白石市字桜小賂35、

‘〒989｝02　ai52”1く代表｝『

　　市町村事故防止コンクール

　6月1日から8月31日までの3

駕購轡墾纏鷺1
　　　　　　　　　　　　　　　ドす。特に次の事項に重点をおいて、i

市でも事故防止を推進しますので、l

市民の皆様も交通事故には、充分i

注意してください。　　　　　　1
　1．子供と高令者の事故防止　　i

2．酒酔い運転の事故防止　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　

衛 生

　　ワイル病予防接種
　ワイル病は、致命率が高く、後

遺症もある恐ろしい病気です。レ

プトビラを含む「ネズミの尿」で

汚染された田や川・堀などで、作

業中に皮膚や粘膜等を通して感染

する伝染病です。市では、次のと

おり予防接種を行いますので、ぜ

ひ接種してください。

〉日時　 7月20日㈹、27日（釜

　午後1時30分から2時まで

1〉場所　臼石市健康センター

〉対象　16歳以上の市民

〉料金　無料（全額市費負担）

〉申込み　6月11日から7目9日

　まで市健康センター内衛生課ま

　たは各出張所・分室へ申込みく

　ださい。問診書は、申込みの際

　交付します。

〉その他　初めての方は、2回接

　種が必要です。

　☆厚生大臣より表彰☆

　昭和58年11月30日付けで退職し

ました民生児童委員で、永年に亘

り功労のあった次の方々が厚生大

臣特別表彰を受賞、去る5月4日

臼石市長から市役所で伝達されま

した。

平間善三郎氏1白川津田字越田12）

小室新次郎氏（越河字大佛前17－2）

　行政区長の委嘱について

　先に未定でありました自石地区

1柳町行政区長は、金子きよさんが

、白石市から委嘱されましたのでお

知らせします。

気軽にお出かけ
　　　　たさい

「悔いのない人生を生きるために」

　　島津久子先生を迎えて講演会

　白石刈田地区更生保護婦人会が

発足してから今年で20周年を迎え

ます。同婦人会では、20周年の記

念講演として、全国更生保護婦人

会会長としてご活躍されている島

津久子先生を講師に招き講演しま

す。島津久子先生が長い年月と貴

重な体験を通し講演をしますので、

みなさんお誘い合わせてお出かけ

ください。

〉日時　6月16日（土〉午後1時

〉場所　自石市中央公民館

レ入場料　無料

〉主催　臼石刈田地区更生保護婦

　へ協議会

》後援　宮城県更生保護婦べ連盟

　仙台保護観察所

＞協賛　白石市、蔵王町、七ケ宿

　町、白石市教育委員会、白石地

　区保護司会、自石市社会福祉協

議会、白石市文化協会、自石市

民生児童委員協議会、青少年の

ための白石市民会議、自石市婦

人団体連絡協議会、白石市父母

教師会連合会、白石市青少年問

題協議会、自石市老人クラブ連

合会、白石市農協婦人部。

　曝コ黛一㍊ゴ照鵯『』

．．　　灘
　畿
　　　（
　　　む　へい
　　　　φ・難＜
　　　、世陸灘島

‘
、
盤

津

　　　　　　　　　季

　　　　　　　　　氏

　＝講師の紹介＝

明治31年京都に生れる。京都府立高

等学校卒業、昭和4年島津家に嫁

ぐ，、その後民生児童委員、保護司、

家庭裁判所調定委員、参与員入権

擁護委員を務める。現在保護司、

全国更生保護連盟会長、きらく会

会長、著書「星に花に愛」がある。

　昭和58年ll月勲3等宝冠章授賞。

蘭コール・リンデ演奏会
　混声合唱団コール・リンデの第

8回定期演奏会を開催1、ます。市

民の皆きんに民謡、組曲、などす

ばらしいハーモニーを鳶届けしま

すので、ふるってご鑑賞1ださい。

＞日時　6月24日旧）午後1時…より

〉場所　白石市中央公民館

1〉入場料　300円

ノ5

国民年金1
　　　　　　　　　　　　　／

　保険料を納められない方は
　　　隻薬ゆ（わ手続，きを／ノ

　　国民年金の加入者は、60歳まで

　保険料を納めなければなりません。

　　しかし、長い加入期間の中では

　経済的な理由などで、どうしても

　納められないこともあると思いま

　す。

　　このようなときのために、国民

　年金には、他の制度にはみられな

　い保険料の「免除制度」がありま

　すQ

　　この制度は、強制加入者を対象

’に、本人の申請にもとづき知事の

　承認を得て免除される「申請免除」

　と、障害年金、母子（準母子）福

　祉年金の受給者や生活扶助を受け

　ている人などが、当然免除される

　「法定免除」の2通りがあります。

　　納められないからといって未納

　のままにしておきますと、老後の

　支えとなる老齢年金はもとより、

　万一、障害者や母子家庭になった

　ときの障害年金、母子年金なども

　受けられない場合もあります。

　　あなた自身の年金の権利を確保

　するためにも、免除制度を活用し

　ましょう。

　　ただし、保険料を免除されるわ

　けですから、免除期間の年金額は、

　納めた場合と比べると3分の1に

　なります。

　　なお、免除された方で、その後

　保険料を納めることができるよう

　になったときは、10年前の免除期

　間までさかのぼって、その当時の

　保険料額で納める（追納）ことが

　できます，⊃

　　将来、より高い年金を受けられ

　るよう、免除の期間はできるだけ

　タ皇糸内するように心推トけましょうQ

　　保険料の免除、追納に関するこ

　とは、市民課国民年金係または各

　出張所分室までご相談ください。

㊥　§　3　回　曇　動　臼　目　o　目　母　d　O　歴　9

官公庁だより
勇　弱　頑　一　轡　母　一　劇　四　lr　日　室I り　馴　9

巴犠離．
　仙南保健所自石支所では、精神

衛生相談と併せて老人精神衛生、

特に老人性痴呆（老人ボケ）など

老人の健康状態に対して家族の方

と相談を行っております。

　今年も次により相議を行います

ので、ご遠慮なくご利用されます

ようご案内いたします。

レ老人精神衛生相談日

　6月27日、7月25日、8月30日、

　9月20日、10月26日、11月29日、

　12月21日、60年1月25日、2目

　22日、3月22日の日程で時間は、

　いずれも9時30分～15時まで白

　石市健康センターで行います。

　担当医師　県立名取病院　小泉

　先生。

〉健康相談日

　毎目、第3、第4水曜日、午前

　9時30分～12時まで仙南保健所

　白石支所、担当医師　仙南保健

　所長　平井二郎先生。

し竺箋河原税務署

　相続税は、相続や遣贈によって、

亡くなった人（被相続人）の財産

をもらった人（相続人）にかかる

税金です。

　相続税の申告は、被相続人が死

亡した日の翌日から6ケ月以内に

被相続入の住所地の税務署に提出

することになっています。また、

納税も申告期限と同じ日となって

います。

　くわし・くは、もよりの税務署や

税務相談室で気軽にご相談または

おたずねくださ1、㌔

醗慧．．
　国鉄では、踏切事故の防止、線

路内通行及び置石の防止等を主旨

とする運動を5月27日から6月15

日まで行います。

　鋳首事故防止のため次の点にご

協力ください。

◎踏切では……

○必らず一旦止まって左右の安全

　を確かめる。

O踏切上でエンストしたり脱輪し

　たときは、まず「非常ボタン」

　を押して列車を止める。

○複線では、片方の列車が通過し

　ても反対方向の列車が来ないこ

　とを確かめてから渡る。

◎線路では……

O石や物を並べていたずらをしな

　いでください。

○線路や鉄橋を歩かないでくださ

　いo

堕惣搬講
　　　　　　　ド　公立刈田綜合病院副院長伊藤望

先生は、この度6月4日付をもっ

て福島県厚生農業協同組合連合会

鹿島厚生病院の院長として転任す

ることになりました。

　また、長いこと空席になってお

りました眼科に6月11日付をもっ

て医学博士浅野俊弘先生が眼科科

長として就任することになηまし

た。

巴墾丘ごt鰻
　　　　　　　　白石警察署

　事件解決は、皆さんからの情報

による事例が多くありますQ

　犯罪について、見たり、聞いた

りして知っていることは、ぜひ通

報をお願い致します。

14



、麟ゑ爵駕吸1 休日急患当番医
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　　　スギ17，820本を植樹
　去る4月30日、市制施行30周年
　を記念した市行造林の植樹が福岡
八宮字垂清日向で行われました。

　記念植樹では、スギの苗17，820本
　を関谷市長、半澤収入役、市幹部
、など関係者約300人が面積5．94へ
　．7タールに植えっけをしました。

月　日

6／3

10

17

24

内 科

筒医院（5）2410

加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

外 科

刈田病院（5）2145

加藤（大）医院（5）4710

刈田病院（5〉2145

堤医院（5）1181

※都合により変更になる場合もあります。

談 （6月分）

鷺滋凝．，．1

毛
＝婁桑

　
　
嘩

　　　公園整備に一役
　益岡公園の整備に一役かおうと
白石ロータリークラブ（宮城秀文
会長）では、このほど白石市へ同ロ

ータリークラブ25周年を記念し、
藤棚一式（コンクリート製擬似木）

を贈りました。市では、さっそく

藤の苗を植えつけしましたQ

　　　　　　訊　　　　　壽
　　　　　　・一離魂

　　　　　　　　　　＿　

一』饗　㌧曳＿；・篤、　醒

　野点と古典芸能の集い
　5月20目、伝統芸能の集い第8
回「城の会」が開かれました。新
緑の中、城跡に調和した目本古来
の琴、謡曲、尺八・平家琵琶・臼女

高弓道部による「巻わら射礼」や
野点などが披露され、訪れた市民
からさかんな拍手がわきました。

　　　　　　　　團，霞、口の動さ　う月

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

商
か

卑
　
一

補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相

相談臼

15

15

15

5・25

5・19

15

15

　
湘
金

15

月
木

　
週
・

　
↑
母
水

Ilオン7・19

トウホケ　25

ニホン　15

15

15

11

問時

10：00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

10：00～
　15＝00

10＝00～
　12；00

10：00～

　13：00

9：30～

　15：00

10＝00～

　15：00

10：00～

　15＝00

13：00～
　14＝00

10＝00～
　12：00

10＝00～
　11：00

10＝1）0～

　15＝00

10＝00～

　15：00

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同　　上

同　　上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

白石市役所

2階会議室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

白石市役所

臼石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

所
て
希

役
い
や

ど
つ
と

な
に
こ

市
事
る

、
仕
い

県
う
て

や
行
つ
等

国
の
困
望

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法津についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等
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